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国内感染者の増加が止まらない。
政府はそろそろピークに達するだ
ろうと発表。



今まで抑え込んで来たのにここに
来て増加傾向。
オミクロン株の影響がどこまで出
るか？



• ２か国共にワクチン接種率は高いのだが



新たな変異株の出現
•デルタクロン株を確認

•ブラジル フランス オランダなど

•デルタ株とオミクロン株の双方の特徴を持つもの

•WHOは警戒する必要は今のところないとしている

•今のところ感染者は少ない

•症状も比較的軽症ですんでいる

•100％安心というわけにはいかないのではないか



本当に安心して良いのか
•インターパーク倉持呼吸器内科での症例

•１家５人が自宅待機になっている症例

•０歳の赤ちゃんが亡くなった例を報告

•死因についての説明はなし

•そんな中感染者が減少し重症者病床の利用率低下

•その資料を基に蔓延防止解除の方向へ

•持病のある人の死亡率の高さにどう対処するか

皆さん過度の安心は禁物です



16日の大きな地震について



福島県沖の地震発生時の状況



大きな地震が
•３月16日午後11時40分頃
•福島県沖を震源とした地
震発生 M7.3 震度６強
•20秒ぐらいの長い揺れ時
間 ＝ 細かい振動
•東京電力管内でも200万
件以上の停電
•仙川駅前も停電
•我が家は停電せず



地震の影響
•停電の原因

•大規模停電を防ぐための防衛システム

•なので２・３時間で復旧

•東京近辺ではガス、水道も大きな影響はなし

•東北新幹線の脱線

•仙台城の石垣倒壊

•東北自動車道で亀裂

•死亡者も ＞規模の割合にしては少なかった
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東日本大震災

24Km

※北に向かってゆっくりと動く
※細かい振動が20秒続く
※家の外核より内部の損傷が大きいタイプ

M9.0

M7.3



•細かい振動だったので屋根瓦の落下

•室内の家具の倒壊などが多い



17両中16両が脱線



復旧には長時間必要

レールのゆがみや橋脚の損傷
脱線車両の撤去





円安が進んでいる



円安の進行
•ウクライナ紛争の
進行とともに世界
経済が低迷

•アメリカの利上げ
で０金利の円を
売ってドルを買う
動きが高まる

•円安に



鉱物性燃料とは石
炭石油など
ここでは石油製品

令和４年２月速報値



円安になると
•加工貿易国日本にとって問題

• 輸入する原材料が高くなる

• 機械などに加工するが原料費を上乗せするので値
上がりしてしまう

•輸出する時に価格が安くなるので売りやすい

• 値上がり分がどう響くか

•輸入されるものが高くなると食品・衣料品が値上がり

•インフレが進行する恐れがある



泥沼化するウクライナ情勢
侵攻が始まって３週間







安保理でのプロパガンダ



プロパガンダ合戦
•プロパガンダとは特定の思想・世論・意識・行動へ
誘導する意図を持った行為

•政治宣伝、通常情報戦、心理戦、世論戦などと訳す

•心理的に信じ込ませてしまう行為

•偽り、誇張で恐怖をあおる、隠ぺいするなど

•全て偽りというわけではなく都合の良い部分だけを
つなげることもある

•今回の侵攻では様々なプロパガンダが行きかう



ロシア兵捕虜の会見



ロシア公共テレビでの反戦行動



２つの報道から考える
•捕虜による会見は本当にロシア兵なのかは不明

•次のロシアの公共放送でのビラの映像

•ここに働くマリーナ・オブシャンニコワさん

•自分のSNSにも投稿

•警察に連行されたが罰金刑で釈放

•この映像に各国で反応

•ロシアの学生向き番組 小学校から高校まで利用

•少女はロシアで有名な歌手とのこと

弁護士が同行

フランスが亡命受け入れの用意ありと報道

インパクトは大

ロシア国内で次々にジャーナリスト辞任



ロシアの女性議員（元スパイ）の発言



南部オデッサの現状



オデッサへの攻撃が準備されている
•オデッサは黒海に面した港湾都市

•工業も盛んであり、保養地でもある

•重要な輸出港 小麦や機械類の輸出

•ウクライナ第３の都市

•人口約100万人

•ロシアにとっても大切な港湾都市

•ここを確保することを目的に海軍と陸軍が侵攻中

•ここを落とすと黒海沿岸は全てロシア支配地となる

ヨーロッパのパン籠



ゼレンスキー大統領
ｱﾒﾘｶ議会で演説



ゼレンスキー大統領の演説
•各国で演説したいという希望を持つ

•演説を通してウクライナへの支援を求める

•飛行禁止区域の設置を希望

• これは受け入れられなかったが更なる援助を得る

•役者であった大統領の特色を十分利用

• I have a dream. キング牧師の名言

•真珠湾攻撃や同時多発テロにも言及

•日本で実現するか？



市長が拉致される
•メリトポリ市長が
拉致される

•反政府勢力に協
力した罪

•市民は解放を要
求

•この地域はロシ
ア語を話す住民
が多い

ドニプロルドネ市長も拉致

17日に釈放



新市長を任命
•ウクライナ人の市会議員が新市長

•ダニルチェンコ氏 親ロシア派

•皆さん騙されてはいけません。ロシ
アに抵抗することのないように。

•これはロシアが最初から考えた事

•ゼレンスキー大統領を失脚させる

•親ロ派の大統領を就任させる

ﾃﾚﾋﾞ放送もロシア公共放送



プーチン大統領の誤算
•ウクライナは弱小国である

•ゼレンスキー大統領は支持されていない

•ロシア軍が入ればウクライナ人は大歓迎

•ウクライナ人が自ら選んだ親ロシア政権が誕生

•経済制裁は国際的に支持されない

•フランスはこれから大統領選挙ドイツは新大統領が
就任したばかりだから大して影響力は出せない

•ロシア軍の犠牲は小さく迅速な勝利を得る



プーチンの思い込み
•ゼレンスキー大統領の支持率は30％前後だった

•プーチン大統領の支持率は80％前後である

•だからウクライナ国民はゼレンスキーを見限るだろう

•自由な民主主義を手に入れたウクライナ人たちは自
由に大統領を選ぶことを知りそれを押さえこもうとす
る力には屈しない

•自ら民兵になるウクライナ人が多いのはその結果だ
プーチンはこれを理解できなかった



プーチンは何を考えているのか
•前にも指摘した自分の経験からくるトラウマ問題

•ソ連崩壊が最大の失敗

•大ロシアの復活を目標とする

•自身の周りにはYesmanだけを置く

•FSBの長官などを自宅軟禁に

• FSB＝ロシア連邦保安庁

• ウクライナ内の情報操作で反攻力を削ぐ作戦

• 都合の悪い情報を隠蔽した 資金の使い込み

前例がある



ソ連時代の侵略
•1939年11月 ソ連軍がフィン
ランドに侵攻

•12月 明らかな侵略行為を理
由に国際連盟から非難

•ソ連は国際連盟追放となる

•しかしソ連の攻撃は続く

•右図の橙色部分を分割移譲
して停戦



今回のウクライナに似た行動
•ソ連第二の都市レニングラード（現ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ）
とフィンランドの国境が近すぎる

•重要な国家安全保障の課題であった

•フィンランドに侵攻して領土を奪い取ることにした

•これに対してフィンランド側には義勇兵が参戦

•スウェーデンから軍事物資、武器等が供給される

•しかし英仏などが支援できず物量が不足

•結果的には戦争維持が不可能に



フィンランドの難しい立ち位置
•1940年3月 モスクワ講和条約で停戦

•国境地帯に親ロシア政権の国家を独立させる

•ｶﾚﾛ・ﾌｨﾝ共和国 ソ連を構成する12の共和国の１つ

•そこに住む約42万人が国外脱出

•1941年 ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞが奪還したがすぐにソ連が再奪還

•1956年 ロシア共和国に編入

•フィンランドはソ連と対立しないようEUやNATOに加
盟せず中立的な立場を継続してきた



ウクライナとの共通点
•プーチン大統領はこのケースを参考にしているのか

•ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞは抵抗したものの結果的には国土を割譲

•ウクライナも歴史的には兄弟関係

•そのウクライナを西側諸国との緩衝地帯にする

•中立的な立場にする

•一部領土を割譲させる

•ロシアの顔色を伺いながらの国家を存続させる

•その思惑通りになってしまうのか



ロシアの国際的影響力の低下
•「ロシア軍の即時・無条件の撤退」「核戦力の準備態
勢強化への非難」等の国連決議で形勢は最悪

•ロシアの主張の信用度が低下

•原発攻撃 産科小児病院爆撃 人道回廊への攻撃

•ロシアの情報戦は失敗

•頼みの石油天然ガスもEUが頼らない体制構築へ

•周辺国もロシア離れ ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ ｼﾞｮｰｼﾞｱのEU加盟申請

•大国ロシアは幻想に



EU理事会訪問
•ウクライナを支援する
意思を伝えるために３
か国の代表が訪問

•キエフまで行ったこと
がポイント

•本気度が伝わる

•世界へのアピール



国際司法裁判所の命令
•ゼレンスキー大統領が
ロシアの侵攻を提訴

•国際司法裁判所の判
断として「ロシアの軍
事行動を即停止」指示

•15人の判事 2人反対

•法的拘束力はあるが
行使機関が無いので
実効性は低い





国際司法裁判所とは
•国際連合の主要な機関

•オランダのハーグにある

•国際法一般を扱う常設の司法裁判所

•国家間の法律的紛争について裁判

•国連総会や国連安保理などの要請に応じて勧告

•前身は国際連盟の常設国際司法裁判所

•幾つかの弱点がありさらにドイツの侵攻により機能
停止

当事者は国家のみ

ハーグに設立



裁判官について
•裁判官は、国籍の違う9年任期の裁判官15人で構成

•アジアから3人、アフリカから3人、中南米から2人、
東欧から2人、北米・西欧・その他から5人

•徳の高い裁判官や国際法に精通した法律家

•各国が選定した候補者を国連総会と安保理で選挙

•任期は９年

•15人の中から所長を選任 任期は３年

•2009年から日本人初の小和田恆氏が所長へ



判決について
•紛争を国際法に従って裁判することを任務

•判決には国際法、一般的な法律の原則、優秀な法
学者の学説などを基に判断

•判決には法的拘束力あり

•判決を執行する機関がない

•国連の機関であるので安保理に訴えることは可能

•2014年 日本は捕鯨に関して敗訴



今回のことで考えるべきこと
•ウクライナが武力で蹂躙されていることは問題

•多くの一般市民が被害を受けていることも問題

•200万人を超える避難民が隣国に移動した問題

•それを受け入れる国も積極的に動いている問題

•これらの問題は我々も「良かった」と思ってしまう

•ここに何か問題が隠れていないだろうか？

•皆さんはどう思いますか？



去年の11月
•ポーランド国境の記事

•ベラルーシから国境を
越えようとする移民を
阻止したというもの

•ベラルーシが意図的
に移民を送り込んで
いるとした

•中東やアジアから



私たちのステレオタイプ
•今回のことで感じたこと
•ウクライナの人たちはロシアによって迫害されている
•家を失い着の身着のまま国境にたどり着いた
•国境での映像を見て涙を流す人の切実さを感じる
•シリアやミャンマーで家を追われた人たちも同じはず
•国境で入れて欲しいと訴える人の涙も同じ
•それなのに入れる人入れない人がいるのは？
•我々の中に白人と非白人に対する思い入れの差が
あるからなのではないか



難しい判断を迫られる
•ヨーロッパ人と非ヨーロッパ人

•皮膚の色の違い

•キリスト教信仰とその他の宗教信仰

•生活習慣の違い

•その他色々な条件が考えられる

•私たちが常に平等という視点で対応していく必要を
感じる

•しかし難しい問題であることは確か

今回留学中のイン
ド人学生の避難に
ついて乗り物への
乗車を断られた



ここにも見られる人種差別
•ウクライナ人優先の社会

• 白人至上主義が見え隠れする

•国境で白人用非白人用が分かれる

•白人用は直ぐに入国できる

•非白人は数日間寒空の下で待たされる

•ウクライナは物価も安く授業料も安いのでインドや中
南米、アフリカからの留学生が多い

•彼らの行き所はどうなるのか



国境で待たされるアフリカ系留学生



バスに乗車しようとして警棒で殴られる


